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便
宜
上
、
序
文
を
三
部
に
分
け
た
。
こ
の
う
ち
第
二
部
に
、
王
冰
が
行
な
っ
た
編
纂
上
の
具
体
的
な
事

例
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
段
を
改
め
て
述
べ
る
。 

 
 

ま
た
、
素
問
の
各
篇
に
は
篇
数
を
あ
ら
わ
す
ア
ラ
ビ
ア
数
字
を
附
し
た
。
王
冰
や
森
立
之
な
ど
の
文
中

に
も
、
同
様
に
附
し
た
。 

 

テ
キ
ス
ト
に
は
日
本
内
経
医
学
会
版
「
素
問
」(

原
版
は
四
部
叢
刊
に
所
蔵)
を
用
い
た
が
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
に

変
換
し
た
際
、
文
字
が
正
確
に
現
れ
な
い
も
の
は
、
適
宜
現
代
日
本
の
字
体
に
直
し
た
文
字
が
あ
る
。 

 

講
義
上
、
原
文
の
読
み
下
し
は
●(

青
緑)

を
以
っ
て
記
し
、
注
記
は
●(

緑)

、
講
義
者
の
見
解
は
●(

茶)

で
記
し
た
。 

 

重
廣
補
註
黄
帝
内
經
素
問
序 

啓
玄
子
王
冰
撰 

 

新
校
正
云
按
唐
人
物
志
冰
仕
唐
爲
太
僕
令
年
八
十
餘
以
壽
終 

一 夫
れ
縛
を
釋
き
、
艱
を
脱
し
、
真
を
全
う
し
、
氣
を
導
き
、
黎

元

れ
い
げ
ん(

＝
黎
彦)

を
仁
壽(

仁
者

寿 

じ
ん
し
ゃ
ハ
い
の
ち
な
が
シ 

論
語
・
雍
正)

に
拯 す

く

い
、
羸 る

い

劣
を
濟
い
て
以
て
安
き
を
獲
る
者
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は
、
三
聖
の
道
に
非
ざ
れ
ば
、
則
ち
こ
れ
を
致
す
こ
と
能
わ
ず
。
孔
安
國
、
尚
書
に
序
し

て
曰
く
、
伏
義
、
神
農
、
黄
帝
の
書
は
こ
れ
を
三
墳(

き
ら
め
く 

１)

と
謂
う
。
言
は
大
道
な

り
、
と
。
班
固
、
漢
書
藝
文
志
に
曰
く
、
黄
帝
内
經
十
八
巻
、
素
問
は
即
ち
其
の
經
の
九

巻
な
り
、
靈
樞
九
巻
を
兼
ね
て
、

迺
す
な
わ

ち
そ
の
數
な
り
、
と
。 

復
た
年
移
り
、
代

革
あ
ら
た
ま

る
と
雖
も
、
而
も
授
學
は
猶
お
存
す
。
其
人
に
非
ざ
る
を
懼
れ
て
、

而
し
て
時
に
隱
す
所
有
り(

非
其
人
勿
教
、
非
其
真
勿
授 

素
問
・
金
匱
真
言
論)

。
故
に
第
七
の
一

巻
は
師
氏
こ
れ
を
藏
し
、
今
の
奉

行

ほ
う
こ
う

す
る
は
惟
だ
八
巻
爾 の

み

。
然
り
而
し
て
其
の
文
は
簡
、

其
の
意
は
愽 ひ

ろ(

＝
博)

く
、
其
の
理
は

奥
い
り
く

み
、
其
の
趣
は
深
し
。
天
地
の
象
は
分
れ
、
陰
陽

の
候
を
列
し
、
變
化
の
由
は
表
わ
れ
、
死
生
の
兆
は
彰
ら
か
な
り
。
謀
ら
ず
し
て
遐(

カ 

遠

い)

邇(

ジ 

近
い)

は
自
ら
同
じ
く(

荘
子
の
思
想 

２)

、
約 と

ど

む
る
こ
と
な
く
し
て
幽
明
は
斯
く
契

る(

意
気
投
合
す
る)

。
其
の
言
を
稽 と

３

え
ば

徴
し
る
し

４
有
り
。
こ
れ
を
事
に
驗 た

め

せ
ば
竕 た

が

わ
ず
、
誠

に
至
道
の

宗
お
お
も
と

、
生
を
奉
ず
る
の
始
と
謂
う
べ
し
。 

假 た
と

ひ
天
機
は
迅
發
な
れ
ど
も
、
妙
識
は
玄
通
す
る
が
若
く
、
■(

蔵
の
臣
を
貝
に
お
き
か
え
た

字 

テ
ン 

と
と
の
え
る
、
な
し
と
げ
る)

謀(

は
か
り
ご
と
、
計
画
。
掏
謀
→
そ
な
わ
っ
た
学
問)

は
生
知(

生

ま
れ
な
が
ら
の
智
恵)

に
雖(

＝
唯 た

だ)

に
屬
す
と
い
え
ど
も
、
標
格(

た
か
い
品
格
。
こ
の
場
合
は
懸
命

な
研
究
の
成
果)

は
亦
た
詁
訓
に
資
す
る
が
若
し
。
未
だ
甞
て
行
く
に
逕 み

ち

に
由
ら
ず
、
出
ず
る



 - 3 - 

に
戸
に
由
ら
ざ
る
者
有
ら
ざ
る
な
り
。
然
り
、
意
を
刻
み
、
精
を
研
ぎ
、
微
を
探
り
、
隱

れ
た
る
を
索
め
、
或
は
真
要
を
識
契
す
る
と
き
は
、
則
ち
牛
を
目
す
る
に
全
き
な
し(

荘
子
・

養
生
主
「
三
年
之
後
、
未
嘗
見
全
牛
」
三
年
立
っ
た
今
で
は
、
牛
を
捌
く
時
に
牛
の
全
部
を
見
る
こ
と
は

な
く
な
っ
た)

。
故
に
動
ず
れ
ば(

努
力
す
れ
ば)

則
ち
成
る
こ
と
有
り
、
猶
お
鬼
神
の
幽
か
に
賛

し(

た
す
け
る)

、
而
し
て
命
丗(
命
＝
な
づ
け
る
＝
名
前
、
名
が
世
に
出
た
も
の)

竒
傑
の
時
時
に
滝

出
す
る
が
ご
と
し
。
則
ち
周
に
秦
公(
秦
越
人
扁
鵲)

有
り
、
漢
に
淳
干
公(

倉
公
淳
宇
意)

有
り
、

魏
に
張
公(

張
機
、
張
仲
景)

華
公(

華
佗)

有
り
、
皆
、
斯
の
妙
道
を
得
た
る
者
な
り
。
咸 み

な

日
に

其
の
用
を
新
た
に
し
、
大
い
に
蒸(

た
く
さ
ん
の)

人
を
濟
う
。
華
葉(

花
と
葉)

は
遞 た

が

い
に
榮
え
、

聲(

名
声)

實
相
い
副
う
。
蓋
し
教
え
の
著
し
き
な
り
、
亦
た
天
の
假
な
り
。 

 

１ 

賁 

解 

ヒ
・
フ
ン
・
ホ
ン 

か
ざ
る
・
お
お
き
い
・
う
つ
く
し
い
・
や
ぶ
れ
る 

 

ヒ 

は
華
の
象
形
で
内
に
あ
る
力
が
外
に
現
れ
る
意
が
あ
る
。
こ
れ
に
貝
を
く
わ
え
て 

飾
っ
た
も
の
が
賁
。 

 

２ 

近
く
に
あ
れ
ば
物
は
大
き
く
見
え
、
遠
く
に
あ
れ
ば
小
さ
く
見
え
る
が
、
本 

体
は
同
一
の
物
で
あ
り
、
隔
た
る
距
離
は
問
題
で
は
な
い
。 

 

３ 

稽
…
か
ん
が
え
る 

稽
其
類
〔
易
・
撃
辞
下
〕 

と
う
、
た
ず
ね
る 

稽
於
聖
人
〔
荘
子
・
天
運
〕 
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４ 

テ
キ
ス
ト(

日
本
内
経
医
学
会
版
・
元
版
は
四
部
叢
刊
版)

に
あ
る
「
徴
」
は
欠
筆
か
。

北
宋
の
仁
宗
の
諱
は
徴
で
、
こ
の
本
の
製
作
当
時
、
仁
宗
崩
御
の
こ
と
が
あ
れ
ば
、
欠
筆

た
り
う
る
。 

  

二 冰
、
弱
齡(

二
十
曰
弱
。 

礼
記
・
曲
令
、
昔
在
黄
帝
、
生
而
神
靈
、
弱
而
能
言 

素
・
上
古
天
真
論)

よ
り

道
を
慕
い
、
夙 つ

と

に
養

生

よ
う
せ
い

を
好
む
。
幸
い
に
真
經
に
遭
い
、
式 も

っ
て
龜
鏡(

＝
亀
鑑
、
亀
卜
と

鑑
で
、
ど
ち
ら
も
人
の
手
本
や
判
断
材
料)

と
爲
す
。
而
る
に
ａ
丗
本
は
紕
謬
し
編
目
は
重
畳
す
。

ｂ
前
後
は
倫
せ
ず
、
文
義
は
懸
隔
す
。
ｃ
施
行 

(

医
学
と
し
て
実
行
す
る) 

は
易
か
ら
ず
、
披(

本

を
開
く)

會(

会
得)

も
亦
た
難
し
。
ｄ
歳
月
既
に
淹 い

た

り(

時
間
が
た
つ
、
い
た
る)

襲
う
て
、
以
て

弊
を
成
す
。
ｅ
或
は
一
篇
、
重
出
し
而
も
別
に
二
名
を
立
つ
。
ｆ
或
い
は
兩
論
併
呑
す
る

に

都
ま
と
め

て
一
目
と
爲
す
。
ｇ
或
い
は
問
荅
未
だ
巳
ら
ざ
る
に
、
別
に
篇
題
を
樹
つ
。
ｈ
或

い
は
脱
簡
を
書
か
ず
し
て
丗
に
闕
と
い
う
。
①
合
經
を
重
ね
て
鍼
服
を
冠
し
、
②
方
宜
を

併
せ
て
■(

ガ
イ 

亥
＋
欠) 

篇
と
爲
す
。
③
虚
實
を
隔
た
る
に(

虚
実
と
無
関
係
な
の
に)

逆
從

と
爲
す
。
④
經
絡
を
合
せ
て
論
要
と
爲
し
、
⑤
皮
部
を
節
し
て
經
絡
と
爲
す
。
⑥
至
教
を

退
け
て
、
以
て
鍼
を
先
に
す
。
諸
の
此
の
如
き
流
れ
は
勝
げ
て
數
う
べ
か
ら
ず
。
且
つ
、

將
に
岱
獄(

泰
山)

に
升 の

ぼ

ら
ん
と
す
る
に
、
逕
に
非
ざ
れ
ば

奚
い
ず
こ

よ
り
爲
す
。
扶
桑(

東
海
中
の
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神
木)
に
詣
で
ん
と
欲
せ
ば
、
舟
無
く
し
て
適 ゆ

く
こ
と
莫
し
。
乃
ち
精
し
く
勤
め
、
博
く
訪

ね
て
、
而
も
忸
び
に
其
の
人(

同
学
の
士)

有
り
。
十
二
年
を
歴
て
、
方
に
理
要
に
臻 い

た

る
。
詢 と(

＝

問)

う
て
得
失
を
謀
る
に
、
深
く
夙

し
ゅ
く

心 し
ん(

常
日
頃
か
ら
の
気
持
ち)

に

逐
し
た
が

う
。 

時
に
先
生
、
郭
子
の
齋
堂
に
於
い
て
先
師
張
公
の
秘
本
を
受
得
す
。
文
字
は
昭
晰
に
し
て

義
理
は
環
周
す
。
一
た
び
以
て
參
詳
す
れ
ば
、
群
疑
も
冰
釋
す
。
末
學
に
散
じ
、
彼
の
師

資
を
絶
や
さ
ん
こ
と
を
恐
る
。
因
っ
て
撰
註
し
て
用
い
て
不
朽
に
傳
う
。(

運
気
７
編
、
１
９
，

２
０
，
２
１
，
２
２
巻
の
こ
と) 

舊
藏
の
巻
を
兼
ね
て
、
合
し
て
八
十
一
篇
、
二
十
四
巻
、
勒 ろ

く

し
て(
＝
彫
っ
て)

一
部
と
成
す
。

(

刺
法
論
７
２
、
本
病
論
７
３
は
亡)

冀
く
ば
尾
を
究
め
、
首
を
明
ら
か
に
し
、
註
を
尋
ね
經
を

會
し
、
童
蒙
を
開
發
し
、
至
理
を
宣
揚
し
て
巳
ま
ん
。 

⑦
其
の
中
の
簡
脱
し
、
文
斷
ち
、
義
の
相
い
接
せ
ざ
る
は
、
經
論
を
捜
し
求
め
、
遷
移
し

て
以
て
其
の
處
を
補
う
所
有
り
。
⑧
編
目
の
墜
缺
し
て
指
事
の
明
ら
か
な
ら
ざ
る
者
は
、

其
の
意
趣
を
量
り
、
字
を
加
え
て
以
て
其
の
義
を
昭
ら
か
に
す
。
⑨
篇
論
呑
併
し
、
義
の

相
い
渉
ら
ず
、
名
目
を
闕
漏
す
る
者
は
、
事
類
を
區
分
し
、
目
を
別
し
て
以
て
篇
首
に
冠

す
。
⑩
君
臣
の
請
問
の
禮
儀
を
乖

失

か
い
し
つ

す
る
者
は
、
尊
卑
を
考
校
し
、
増
益
し
て
以
て
其
の

意
を
光 あ

き

ら
か
に
す
。
⑪
錯
簡
碎
文
し
、
前
後
重
畳
す
る
者
は
、
其
の
指
趣
を
詳
ら
か
に
し
、
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繁
雑
を
削
去
し
、
以
て
其
の
要
を
存
す
。
⑫
辭
理
秘
密
に
し
て
粗 ほ

ぼ
論
述
し
難
き
者
は
、

別
し
て
玄
珠(
仏
教
や
道
教
で
は
道
の
本
体
と
さ
れ
る
言
葉
。
こ
こ
で
は
王
冰
の
著
し
た
書
名)

を
撰
し
、

以
て
其
の
道
を
陳
ぶ
。
⑬
凡
そ
加
う
る
所
の
字
は
、
其
の
文
を
皆
朱
書
す
。
今
、
古
を
し

て
必
ず
分
ち
、
字
を
し
て
雑
糅
な
ら
ざ
ら
し
む
。 

  

三 庶
ね
が
わ

く
は
厥
の
聖
旨
を
昭
彰
し
、
玄
言
を
敷
暢
し
、
列
宿(

星
座)

は
王
く
懸
る
が
如
く
、
碣
・

張(

い
ず
れ
も
星
座
の
名)

は
亂
れ
ず
、
深
泉
は
浄
■(

エ
イ 
さ
ん
ず
い
＋
栄 

濁
り
な
く
澄
む)

に
し
て

鱗
介
は
咸 み

な

分
れ
ん
こ
と
を
。
君
臣
に
夭
枉
の
期
な
く
、
夷
夏
は
延
齡
の
望
有
ら
ん
こ
と
を
。

工
徒
を
し
て
誤
り
勿
か
ら
俾 し

め
、
學
は
惟
だ
明
ら
か
に
、
至
道
は
流
行
せ
し
め
、
徴
音(

五

音
の
一
つ
で
、
二
番
目
に
高
い
音)

は
累
屬
し
、
千
載
の
後
、
方
に
大
聖
の
慈
恵
の
無
窮
を
知
ら

し
め
ん
。
時
に
大
唐
寶
應
元
年(

西
暦7

6
2

年)

。
歳
、
壬
寅
に
次 い

た

る
に
序
す
。 

   
 

將
仕
郎
守
殿
中
丞
孫 

兆 

重
改
誤 

 

朝
奉
郎
守
國
博
士
同
校
正
醫
書
上
騎
都
尉
賜
緋
魚
袋
高 

保
衡 

朝
奉
郎
守
尚
書
屯
田
郎
中
同
校
正
醫
書
騎
都
尉
賜
緋
魚
袋
孫 

奇 

朝
散
大
夫
守
光
禄
叨
直
秘
閣
判
登
聞
檢
院
上
護
軍
林 

億 
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冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
第
二
部
に
王
冰
の
行
な
っ
た
編
纂
の
具
体
的
な 

事
例
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
を
具
体
的
に
見
て
ゆ
く
こ
と
に 

す
る
。 

   

二 

①
 

合
經
を
重
ね
て
鍼
服
を
冠
し 

顧
観
光(1

7
9
9

～1
8

6
2

)

の
『
素
問
校
勘
記
』
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。 

離
合
真
邪
論2

7
 

注
に
「
新
校
正
に
云
う
、
全
元
起
本
を
按
ず
る
に
第
一
巻
に
在
り
、
名

づ
け
て
經
合
。
第
二
巻
に
重
出
し
、
名
づ
け
て
真
邪
論
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
言
う
よ
う
に
、

八
正
神
明
論2

6

と
離
合
真
邪
論2

7
 

の
内
容
は
ほ
ぼ
同
じ
で
、
ま
た
、26
冒
頭
に
「
黄
帝

問
う
て
曰
く
、
用
鍼
の
服
に
は
必
ず
法
有
り
」
と
あ
る
。
王
冰
の
い
う
「
合
經(

經
合)
を
重

ね
て
鍼
服
を
冠
し
」
と
は
、
こ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

こ
の
ま
ま
で
は
分
り
に
く
い
が
、
表
に
す
る
と
分
り
や
す
い
と
思
わ
れ
る
。 
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。 

                 

 ②
 

方
宜
を
併
せ
て
■(

ガ
イ 

亥
＋
欠)

篇
と
爲
す 

森
立
之
「
案
ず
る
に
異
法
方
宜
論1

2

は
舊
く
は
糀
論3

8

の
末
に
併
合
さ
れ
る
か
」 

新
校
正
注
で
は
、
両
者
と
も
「
全
元
起
本
第
九
巻
に
在
り
」
と
す
る
。 

 

森
立
之 

蔓
延
元
年(1

8
6

0

年)

の
識
語 

「
案
ず
る
に
西
洋
の
學
は
清
朝
に
盛
行
し
て
皇
國
に
延
及
す
。
近
來
の
醫
家
は
其
の
術
を

修
め
る
者
、
尤
も
衆
し
。
蓋
し
異
法
方
宜
の
義
を
辧
ぜ
ざ
る
の
甚
だ
し
き
者
な
り
。
其
れ

本
邦
、
ま
た
南
海
、
北
海
に
在
り
て
は
、
地
勢
は
同
じ
な
ら
ず
。
故
に
同
病
な
れ
ど
も
治

は
異
な
れ
り
。
是
れ
其
の
然
ら
ざ
る
を
得
ず
し
て
然
り
と
す
る
者
な
り
。
今
西
洋
者
流
は
、

第
二
巻 

 第
一
巻 

全
元
起
本 

真
邪
論 

 

← 

重 

出 

合
經(
王
冰) 

經
合(

新
校
正) 

 

八
正
真
明
論2

6
 

(

冒
頭
に
「
用
鍼
之
」
と
あ
り
、

こ
れ
が
王
冰
の
い
う
鍼
服
で

は
な
い
か) 

 

← 

重 

出 

離
合
真
邪
論2

7
 

現
素
問 
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新
奇
を
漫
衍
し
、
人
目
を
眩
惑
し
、
其
の
異
域
の
方
法
を
以
っ
て
本
邦
に
施
す
。
固
よ
り

方
宜
の
所
為
を
知
ら
ず
。
何
ぞ
巧
拙
を
以
っ
て
こ
れ
を
論
説
せ
し
む
に
足
ら
ん
か
。
但
し

こ
れ
※
右
携
左
策(

手
を
取
り
合
っ
て
、
協
力
し
て 

＝
左
提
右
挈

さ
て
い
ゆ
う
け
つ)

、
左
拈
蠑

さ
た
ん
え
い

■(

虫
へ
ん
＋

原
、
蠑
と
と
も
に
イ
モ
リ
の
こ
と
。
左
手
に
イ
モ
リ
を
つ
ま
ん
で)

、
極
口
擧
效(

言
葉
を
尽

く
し
て
効
能
を
挙
げ
る)

、
売
藥
し
て
産
を
爲
す
の
徒
、
而
し
て
吮

し
ゅ
ん(

ゆ
っ
く
り
吸
い
取
る 

吸

う
→
急
激
に
吸
う)

廱
破
疽

よ

う

は

そ

の
術
、
或
は
こ
れ
施
用
す
べ
し
、
ま
た
別
科
に
あ
る
に
當
り
て
は
、

決
し
て
醫
流
十
三
科
と
列
せ
し
む
る
の
比
に
は
あ
ら
ず
」 

※ 

こ
の
部
分
は
、
立
之
の
駄
洒
落 

 ③
 

虚
實
を
隔
た
る
に
逆
從
と
爲
す 

劉
衡
如(

人
民
共
和
国)  

 

四
時
刺
逆
從
論6

4
 

の
「
厥
陰
有
余
か
ら
筋
急
の
目
痛
に
至
る
は
、
全
元
起
本
第
六
巻
に

在
り
」「
春
気
経
脈
に
在
り
か
ら
篇
末
は
、
全
元
起
本
第
一
巻
に
在
り
」
右
が
逆
從
を
論
じ

た
部
分
で
、「
三
陰
三
陽
有
余
は
実
と
為
し
、
不
足
は
虚
と
為
す
」
以
下
は
虚
実
を
論
じ
た

部
分
だ
が
、
同
一
の
論
篇
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。 

 ④
 

經
絡
を
合
せ
て
論
要
と
爲
し 

伊
澤
柏
軒
は
「
絡
は
恐
ら
く
は
終
の
誤
り
な
ら
ん
」
と
論
じ
、
こ
こ
で
王
冰
の
い
う
「
經

絡
」
は
「
經
終
」
の
こ
と
だ
ろ
う
と
し
て
い
る
。 

森
立
之
は
柏
軒
の
論
を
継
い
で
、「
蓋
し
玉
版
論
要1

5

と
診
要
經
終1

6

と
は
、
舊
く
は
合

併
し
て
一
編
と
爲
す
か
」
と
論
じ
て
い
る
。 
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太
素
で
は
色
脈
診
・
篇
末
に
「
診
要
畢
わ
ん
ぬ
」
と
あ
り
、
つ
づ
く
診
要
經
終
の
篇
首
に

は
「
黄
帝
問
う
て
曰
く
、
診
要
は
如
何
」
と
あ
る
の
で
、
現
行
の
「
玉
版
論
要
」
は
「
玉

版
診
要
」
が
正
し
い
で
あ
ろ
う
。 

 ⑤
 

皮
部
を
節
し
て
經
絡
と
爲
す 

全
元
起
本
で
は
皮
部
論5

6
 

の
一
部
と
し
て
經
絡
論5

7
 

を
含
め
て
い
た
が
、
王
冰
は
こ
れ

を
二
つ
に
分
け
た
。 

⑥
 

至
教
を
退
け
て
、
以
て
鍼
を
先
に
す 

王
冰
は
、
高
い
教
え
で
あ
っ
て
も
後
回
し
に
し
て
、
鍼
の
用
い
方
を
巻
頭
に
置
い
た
、
と

し
て
い
る
。
し
か
し
素
問
で
は
こ
の
通
り
に
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
実
際
に
こ
の
よ
う

な
構
成
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
九
鍼
十
二
原
篇
を
冒
頭
に
置
い
た
霊
枢
で
あ
る
。 

森
立
之
は
以
下
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。「
案
ず
る
に
、
開
巻
第
一
に
は
治
病
の
至
教
を
退

け
、
而
し
て
鍼
法
の
末
技
を
先
に
す
、
の
謂
い
か
。
元
起
本
に
平
人
氣
象
論(
脈
の
診
方
を
論

ず
る)

は
第
一
巻
に
在
り
、
上
古
天
真
論(

素
問
よ
り
さ
ら
に
古
い
上
古
代
を
論
ず
る)

は
第
九
巻
に

在
り
」 

 

そ
の
他
の
編
纂
に
つ
い
て
は
、
以
下
に
簡
潔
に
述
べ
る
。 

⑦
脱
簡
し
て
文
が
途
切
れ
た
り
、
前
後
の
意
味
が
通
じ
な
い
所
は
、
他
の
經
や
論
を
探
し

て
、
移
し
た
り
補
っ
た
。 

⑧
篇
目
が
な
く
な
っ
た
り
、
何
を
指
し
て
い
る
か
分
ら
な
い
も
の
は
、
字
を
加
え
て
、
そ

の
意
味
を
明
ら
か
に
し
た
。 
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⑨
篇
と
論
が
一
緒
に
な
っ
て
し
ま
い
、
意
味
が
通
じ
な
く
な
っ
て
い
る
所
、
名
目
が
な
く

な
っ
て
い
る
部
分
は
、
内
容
を
区
分
し
直
し
て
、
更
め
て
題
目
を
つ
け
て
篇
首
に
冠
し
た
。 

⑩
君
臣
の
礼
儀
が
失
わ
れ
て
い
る
部
分
は
、
読
み
直
し
て
君
臣
の
間
を
は
っ
き
り
さ
せ
、

文
義
が
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
し
た
。 

⑪
錯
簡
や
、
簡
柵
が
折
れ
た
り
、
文
の
意
味
が
重
な
っ
た
り
し
て
い
る
部
分
は
、
そ
の
趣

旨
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
煩
わ
し
い
部
分
を
削
り
去
っ
て
、
要
点
を
は
っ
き
り
さ
せ

た
。 

⑫
言
葉
の
意
味
が
秘
密
に
な
っ
て
い
て
、
論
述
し
が
た
い
部
分
は
、
べ
つ
に
『
玄
珠
』
と

い
う
本
を
著
し
て
述
べ
た
。
※ 

⑬
加
え
た
所
の
字
は
、
す
べ
て
朱
書
し
て
、
新
し
い
文
字
と
旧
い
文
字
が
区
別
で
き
る
よ

う
に
し
て
あ
る
。 

 

※ 

新
校
正
云
う
、
王
氏
の
玄
珠
を
詳
ら
か
に
す
る
に
丗
に
は
傳
わ
ら
ず
。
今
、
玄
珠
十
巻
、

照
明
隠
旨
三
巻
有
る
は
、
蓋
し
後
人
の
附
託
の
文
な
ら
ん
。
王
氏
の
書
に
あ
ら
ざ
る
と

雖
も
、
素
問
第
十
九
巻
よ
り
第
二
十
二
巻
ま
で
、
四
巻
に
於
い
て
は
頗
る
發
名
有
り
。

そ
れ
隠
旨
三
巻
と
、
今
丗
に
謂
う
天
元
玉
冊
と
は
、
正
に
相
い
表
裏
を
な
せ
ど
も
、
王

冰
の
義
と
は
多
く
同
じ
な
ら
ず
。 

  

【 

参 
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